
   

オカッパリで、ティップラン 

 

 
ブリゲイド ＴＲコンセプト ショア 

 

① キャスティング方法 

キャストの際は、周囲の安全を確かめてから投げて下さい。 

 

 

短いタラシと、ティップだけを使ったキャストは避けて下さい。 

 

 

タラシは長めに１ｍ以上取り バットまで負荷を掛けたキャストを推奨します。



   

 

 

 

② 着底 

 
 

釣れるレンジが分かっている場合は、着底する前にシャクリ上げても良いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

③ シャクリ方 

「巻きシャクリ」が基本になります。 

リールを巻きながら、矢印の範囲内でシャクリを入れます。 

 

 

一般的な２段シャクリ等、ティップに負荷が集中する方法は避けて下さい。 

 

 

④ アタリの利き方 

 シャクリ後、エギの重さをティップで感じながら、横へ引いてサビいて下さい。 

レベルリトリーブ（並行移動）と呼んでいます。 

 

エギの重さを感じにくい場合、ティップラン用のオモリでウェイトアップすると良いです。 

例（3.5 号のエギ２０ｇに、プラス５ｇのオモリ → ２５ｇ） 

また、リールを極めてゆっくりと巻いても同じことが可能です。 



   

 

 
 

⑤ フッキング 

ティップに変化が有った場合、間髪入れずにアワセを入れるのがポイントです。 

船からのティップランを経験された方なら、アタリは分かるはず・・・。 

 

 

 アタリが無かった場合は、底を取り直し、②～③～④を繰り返して下さい。 

 

 

 



   

⑥ ファイト、取り込み方法 

ティップの破損を防ぐため、ロッドはあまり立て過ぎずにファイトして下さい。 

取り込みの際は無理な抜きあげはせずに、ネットや専用ギャフをお使いください。 

 

 

 

参考タックル  

 

ロッド ： ＢＴＳ８３Ｍ  ・ ＢＴＳ９３Ｍ 

リール ： スピニングリール (２５００～３０００番クラス) 

ライン ： ＰＥライン ０．６号 

リーダー ： フロロカーボンライン ２号 （ＦＧノットにて接続） 

エギ ： ３．５～４．０号（ＭＡＸ３０ｇまで）  

 

エギのチョイス 

 

通常のエギより、若干重めのタイプがアタリを取り易いです。 

 

初めはディープタイプ（２２ｇ程度）のエギを選んで頂き、並行移動を行う際に抵抗をあまり感

じない場合は、３．５～５．０ｇ程度のティップラン専用ウェイトを装着すると良いでしょう。 

 

また、ラインアイが上部に付いているタイプは、初めての方でもレベルリトリーブ（並行移動）

を容易にします。 

→ダートマックス （マルキュー） 

 スクイッドシーカー（バレーヒル） など 


